
本校の学校目標は 

（１）金沢大学人間社会学域学校教育学類の附属高等学校として，「教育

基本法」「学校教育法」に基づき，普通教育を行うとともに，高等

学校教育の理論的・実証的研究，教育実習などを行う。 

（２）「自主自律」の伝統的校風（校訓）の下，「地球サイズの教育」を

行い，国際社会の創造に主体的に貢献できるグローバルな人材を育てる。 

ことです。 

 

 ここ数年，新型コロナウイルス感染症流行や大規模紛争，これまでに経験したことのない 

自然災害の頻発等々，国際社会は地球規模の課題に直面しています。私たちは，このような 

状況だからこそ世界の国々と連携・協力する必要があると考えます。本校が掲げる「地球サ 

イズの教育」を行うことは社会の要請でもあります。「自分さえ良ければ，自国さえ良けれ

ば」という考え方から脱し，「自分には何ができるか，自分が行うべきことは何か」を考え，

実践する，国際社会に貢献できる人材を育てる教育を，本校は愚直にめざします。 

  

 今年度（昨年度からの継続もあります）は特に 

①ＳＧＨ（スーパーグロバールハイスクール）・ＷＷＬ（ワールドワイドラーニング）指定

9 年間の蓄積を生かした教科横断的な授業実践と授業力強化 

②特別活動（ＬＨＲ・生徒会活動・学校行事等）の充実や課外活動の時間を確保し，高いレ

ベルでの「文武両道」を実現 

③学校ＨＰ（ホームページ）等を活用した情報発信の強化と生徒募集に対する工夫 

に力を入れて取り組みます。 

 

 1947 年（昭和 22 年）の開校時，本校の初代校長は「昭和の松下村塾たらん」ことを標榜 

し，「無から有を生み出す」思いで理想の学校づくりに臨みました。草創期の本校は，生徒 

数が少なかったこともあり，生徒と教師が一体になった学校づくりに力を注ぎました。 

 そのような中から，「自主自律」という伝統的な校風が生まれ，現在でも，この校風を校 

訓として大切にしています。 

 

 私は本校に着任して 4 年目を迎えました。一貫して次の 2 点を生徒諸君に求めています。 

①「生徒が生徒を育て，生徒が学校をつくる」気概 

②「限界は今のやり方での限界，やり方を変えれば必ず道はある」という考え方 

今年度はこれに 

③「学びの中で遊ぶ」こと 

を加え，グローバルに活躍できる「異才」の育成に力を注ぎます。 

                           令和 5 年 4 月 1 日 中澤宏一 

「校訓：自主・自律」 


